
章 各教科等の授業

高等学校には様々な教科があり、その教科ごとに、生徒に身に

付けさせたい力が違います。

５章では、各教科等でいま求められている授業のポイントを紹

介し、理解を深めていきます。

５
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各教科等の授業５

『高等学校学習指導要領

（平成30年告示）解説 国

語編』では、「生徒が学習

の中で，対象と言葉，言葉

と言葉との関係を，言葉の

意味，働き，使い方等に着

目して捉えたり問い直した

りして，言葉への自覚を高

めること」と説明されてい

ます。

例えば「you」と同じ意

味を表す語を、日ごろ何通

り使い分けていますか。同

じ相手でも、場所や状況、

その時の心情によって使い

分けているのではないで

しょうか。

何気なく使っている言葉

の表現意図や表現効果、文

化的背景について生徒が

「考え」「気付く」ような

授業を目指しましょう。

☆言葉による見方・考え方

共通教科

言葉は、人が人として暮らすための大切な基盤の一つです。「言

語に関する能力」を高めることは、あらゆる意味で人生を豊かにす

ることにつながります。

学校教育の中で「言語に関する能力」の育成を目指し、直接かつ

計画的に指導を行うのは国語科です。その役割と責任は極めて大き

いと言えるでしょう。国語科の授業では「言葉」にこだわり、生徒

が言葉への自覚を高められるようにすることが大切です。

言葉への自覚を高める授業

１ 国語

国語で的確に理解し、効果的に

表現する資質・能力を育成する

国語の授業で身に付けさせたい「思考力，判断力，表現力等」は

「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の三つの領域に

分けられます。これらを偏りなく身に付けさせようと、これまでは

一つの単元であらゆる学習活動を取り入れる授業が見られました。

しかし、それでは焦点がぼやけ、生徒には学ぶべきことが伝わりに

くくなります。

そのため、国語の授業づくりにおいては「一単元一領域」の原則

に従って指導計画を立てることが重要です。どの領域の学習をどの

ような活動によって育成するか、ねらいを定めて指導します。

なお、このとき注意すべきことは、

領域と言語活動の内容は必ずしも一致しない

ということです。教材の内容理解を深めるための話し合いであれば

「読むこと」、説得力ある伝え方を身に付けるための話し合いであ

れば「話すこと・聞くこと」の領域の資質・能力を育成する言語活

動となります。「この言語活動はこの領域の力を身に付けさせる活

動として適切か」を常に自問しながら言語活動を設定しましょう。

一つの単元で学ぶ領域を一つに絞る

指導事項（身に付けさせたい資質・能力）が異なれば、同じ教材

であっても授業の展開は変わります。同じ『羅生門』でも、下人の

心情変化を学びの主軸に据えるなら、場面ごとに丁寧に読み進める

活動が効果的です。原典である『今昔物語集』との比較は、作者の

執筆意図の探究につながります。目標に合った最適な学習活動はど

のようなものか考え、計画することが授業づくりの第一歩です。

→ ２章－7

教材「を」ではなく、教材「で」学ぶ

今を生きる生徒達がなぜ

古典教材を学ぶのでしょう

か。その意義について、ま

ず教員自身が見解を確立す

ることが必要です。そのう

えで生徒自身が古典を学ぶ

意義について「考え」「気

付く」ことができるように、

・先人のものの見方･考え

方に触れ、生徒自身の経

験や考えと比較しながら

考えを広げたり、深めた

りする。

・原文を題材とした文章

（解説や評論等）を副教

材として活用する。

といった活動を効果的に取

り入れた授業づくりをする

ことが大切です。

☆「古典を学ぶ意義」
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【共通必履修科目】標準２単位

【選択科目】標準４単位

より良い学びを実現するために、平成30年度告示の学習指導要領

で、国語の科目は資質･能力ベースへと改編が行われました。

授業づくりにおいては、どのような資質・能力を身に付けるため

にその科目が設定されているか、各科目の目標と指導内容について

教員が理解し、適切な指導計画を立てる必要があります。

各科目のねらいを踏まえて指導計画を立てる

言語文化の例として、『羅生門』を教材に指導事項「Ｂ読むこと

(1)ウ」を身に付けさせるための学習活動を紹介します。

【学習活動】

本文の構成や展開、場面設定に留意しながら紙芝居にする。

作品をモチーフにして「リライトする」活動です。紙芝居は、

どこで場面を切り分けるかを考える活動が中心となりますので、

構成や展開を学ぶことに効果を上げます。

言語文化 「Ｂ読むこと(1)ウ」

文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価

すること。

※注意事項：ここで紹介した例は「書く」活動ですが、「読む」力

の育成をねらいとした活動ですので、この場合の学習評価は、

「書くこと」ではなく「読むこと」で実施します。

特に共通必履修科目であ

る「現代の国語」及び「言

語文化」は、旧課程におけ

る「国語総合」を単純に分

割したものではありません。

平成28年12月の中央教育

審議会答申で示された、高

等学校国語教育の次のよう

な課題を受けて改編された、

「全く新しい」科目です。

■現代の国語

「話合いや論述などの『話

すこと・聞くこと』、『書

くこと』の領域の学習が十

分に行われていない」

■言語文化

「古典の学習について、

日本人として大切にしてき

た言語文化を積極的に享受

して社会や自分との関わり

の中でそれらを生かしてい

くという観点が弱く、学習

意欲が高まらない」

これらの課題を解決する

ための授業実践こそが、国

語科教員の責務です。この

新しい科目を各学校の実態

に合わせどのように定着さ

せるか。国語科教員全員の

意識改革が求められていま

す。

☆科目構成の見直し

現代の国語
実社会・実生活に生きて働く国語
の能力を育成する科目

言語文化
上代から近現代につながる我が国
の言語文化への理解を深める科目

論理国語
多様な文章等を多角的・多面的に
理解し、創造的に思考して自分の
考えを形成し、論理的に表現する
能力を育成する科目

文学国語
小説、随筆、詩歌、脚本等に描か
れた人物の心情や情景、表現の仕
方等を読み味わい評価するととも
に、それらの創作に関わる能力を
育成する科目

国語表現
表現の特徴や効果を理解した上
で、自分の思いや考えをまとめ、
適切かつ効果的に表現して他者と
伝え合う能力を育成する科目

古典探究
古典を主体的に読み深めることを
通して、自分と自分を取り巻く社
会にとっての古典の意義や価値に
ついて探究する科目

<例>言語文化「読むこと」の学習活動例
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各教科等の授業５

２ 地理歴史・公民

「地歴・公民の学習とは暗記である。」と思ったことはありませんか。学習指

導要領には、生徒に身に付けさせるべき「知識及び技能」や「思考力，判断力，

表現力等」が、単元ごとに明記されています。生徒の学びが断片的な知識の暗記

に偏ることなく、生徒の主体的・対話的で深い学びを実現するには、授業で地理

歴史科・公民科における「社会的な見方・考え方」を働かせる問いを、単元を見

通して立てる必要があります。

教科書や学習指導要領に基づ

き、適切な問いを立てる

「地理歴史・公民」の学習とは

共通教科

教科書を頼ろう！
教材（教科書、図説、史料集等）には、とても多くの内容が記載されています。

すべての内容を網羅的に授業で扱おうとすると、時間がいくらあっても足りませ
ん。
地理歴史・公民の学習における基礎・基本とは何か。どのように内容を精選す

るべきか。これらを考える上で参考になるのが教科書です。他の教材と異なり文
部科学省の検定を受けた教科書は、多くの人々の経験や知恵が詰まっている教材
と言えます。
現行の教科書には、単元を貫く問い（単元を通して考える問い、本時の問いを

積み重ねて考える問いと言える）、本時の問い（毎時間の授業を通して考える問
い）に該当する問いが記載されているため、内容の精選にも役立つはずです。

適切な問いを立てよう！
適切な問いを立てるためには、まず単元ごとに教科書や学習指導要領解説の問

いの例を確認し、学習内容を整理する必要があります。次に『高等学校学習指導
要領（平成30年告示）解説 地理歴史編』、『高等学校学習指導要領（平成30
年告示）解説 公民編』に掲載されている問いの例を一部紹介します。

こうした問いを基に学習内容を整理したうえで、生徒の実態を踏まえた問いを
立て、生徒の主体的・対話的で深い学びを実現していきましょう。

地理総合、歴史総合、公共等における問いの例
・「人間と自然環境との相互依存関係」について、「そこでの生活は，周
囲の自然環境からどのような影響を受けているか」
・「当時の人々はなぜそのような選択をしたのだろうか（現代とはどのよ
うな異なる時代背景があったと考えられるだろうか）」（【歴史と現在】
と共有される問い）
・第一次世界大戦の展開について「日本やアメリカ合衆国，中国政府，さ
らに英領インドなどは，何を期待して戦争に参加したのだろうか」
・司法参加の意義について「なぜ予め犯罪と刑罰を法律で定めておく必要
があるのか」
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地理歴史・公民の授業づくりのポイントについて

地理に関する科目
共通必履修科目である「地理総合」について、三つの大項目（以下のＡ～Ｃ）の中から、そ

れぞれ特徴的な内容を紹介します。

Ａ 地図や地理情報システムで捉える現代世界

＜地図や地理情報システムと現代世界＞地理情報システム（ＧＩＳ）の活用を通して、地理的技能

の習得及び地理学習への意欲向上をねらいます。まずは教員がＧＩＳに触れ、理解を深めることが

大切です。ＧＩＳは、地理院地図や地図太郎、ＲＥＳＡＳ等が挙げられます。主題図の作成等、具

体的な活動を伴う学習展開が考えられます。

B 国際理解と国際協力

＜地球的課題と国際協力＞この項目では、「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」

について理解を深めることが大切です。各国の取組を踏まえ、生徒一人ひとりが

実施できることを追究する等の学習展開が考えられます。

C 持続可能な地域づくりと私たち

＜自然環境と防災＞災害には、地域性があります。地域性や生徒の生活圏を踏ま

えた上で、災害の傾向や防災の取組を追究する等の学習展開が考えられます。

歴史に関する科目
歴史の授業は、「何が起こったか」を学習することが多かったことと思います。しかし、

「なぜ起こったか」を学ぶことも重要ではないでしょうか。授業づくりで大切にしてほしいこ

とは、「なぜ」を意識した良質な問いの設定です。問いには、調べれば分かる「知識を問う問

い」と、知識と知識の関係を問うなどのより高次な「思考を要する問い」があります。前者は

一斉講義や個別学習で生徒が答えを出せますが、後者の問いに答えられる力を生徒が身に付け

るためには、授業形態やツールの工夫が必要です。資料を読み取って自分の考えを言語化した

り、グループで意見交換・発表したり、ＩＣＴ機器を用いて生徒一人ひとりの考えを全員で共

有したりと、様々な工夫が考えられます。
「歴史総合」では、生徒が学習した知識を活用して思考を深める授業、生徒が主体的に取り

組む授業が求められています。生徒がいつ何をどう学んだらよいか、年間指導計画で位置付け、

問いを立てて単元を構想しましょう。担当間での相談や共有も必須です。

「なぜ」を大切にして、授業づくりに取り組みましょう。

【地理院地図の使い方】

【SDGs CLUB】

公民に関する科目
公民の授業では、より多くの生徒が当事者意識を持つことができる社会問題を適切に選び、

授業づくりをしていくことが大切です。そのためには、世の中の動きを常に意識するとともに、

目の前の生徒が何に興味をもっているのか、何を知っているのかなど、生徒の実態を把握する

ことに努めましょう。
共通必履修科目である「公共」では、「人間と社会のあり方についての見方・考え方」を働

かせながら、考察や追究を行うことがさらに重要となります。大項目AからCへと学習を進める

中で、教師が立てた問いを考察・追究する学習活動から、生徒自身が課題を見いだし、協働し

ながら探究する活動を展開していくことが求められています。

また、選挙権年齢が18歳に引き下げられたのに続き、成年年齢が18歳になりました。政治

参加教育・消費者教育・金融教育・法教育などの重要性はますます高くなっています。

公民科の授業は、人間と社会のあり方を体系的に学ぶ大事な機会となります。教員も人間と

社会をみるバランス感覚を養いながら、使命感をもって授業づくりに取り組みましょう。
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各教科等の授業５

３ 数学

数学は、抽象的かつ体系的であるという特長により、自然科学の

みならず、社会科学や人文科学においても重要な役割を果たしてい

ます。高等学校で数学を学ぶことは、数学を活用して社会をよりよ

く生きる知恵を得ることにつながるのです。

数学の学習は、単に知識や技能などの内容の習得にとどめるので

はなく、数学的活動を重視して創造性の基礎を養い、すべての高校

生の人間形成に資することを目標としています。

数学の学習では、「数学

的な見方・考え方」を働か

せ、「数学的活動」を通し

て「知識及び技能」、「思

考力，判断力，表現力等」、

「学びに向かう力，人間性

等」を育成することが重要

です。

育てたい生徒像を具体的

にイメージして、その姿が

実現されるような授業づく

りを行いましょう。

習得と活用のバランスを

意識した授業を

☆数学を通して、生徒に
どのような力を身に付
けさせるのか

高等学校数学教育の意義

共通教科

数学的活動とは

数学の学習では、「数学

的数学的に考える資質・能

力を支え、方向付けるもの

であり、数学の学習が創造

的に行われるために欠かせ

ないものです。「事象を数

量や図形及びそれらの関係

などに着目して捉え、論理

的、統合的・発展的、体系

的に考えること」として整

理することができます。

☆数学的な見方・考え方

数学的活動とは、「事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，

問題を自立的，協働的に解決する過程を遂行すること」と捉えるこ

とができます。

数学的活動には、主に二つの過程が考えられます。

一つは、「日常生活や社会の事象などを数理的に捉え，数学的に

表現・処理し，問題を解決し，解決過程を振り返り得られた結果の

意味を考察する過程」です。もう一つは、「数学の事象から問題を

見いだし，数学的な推論などによって問題を解決し，解決の過程や

結果を振り返って統合的・発展的，体系的に考察する過程」です。
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数学的活動の充実
日常生活に関連した事象を扱うことで、生徒が習得した知識・技能を活用できるような事例

を取り上げます。

問題 正方形の床に正方形のタイルを敷きつめたところ、使ったタイル
の枚数は３の倍数でした。このとき、床の一辺のタイルの枚数は、
何の倍数になるか予想してみましょう。

【目標】

事象を命題として表現し、

論理的に考察することで、

命題を証明する。

個人で考える
活動

思考力を高めるには、一方的に説明を聞くだけではなく、自ら考える活動が大切です。

まずは、個人の考えや意見を記述します。思考したことを整理しまとめる活動は表現力を

高めるためにも効果的です。また、考えたことを記録しておくことで、生徒が後で「ここま

で考えることができた」と振り返るときにも役立ちます。

協働的な学び
（グループ活

動等）

多様な解法が考えられる問題を与え、「別の解法はないか？」「条件を変えてみたらどう

か？」といった発問を、最初は教員が意図的に行うことが大切です。生徒自身が推論する活

動を行い、自らの学びを振り返って次の課題を発見するようになれば、「学びに向かう力」

が育まれたといえます。

※ 推論する活動・・・帰納的・類推的・演繹的に推論しながら問題を解く活動を取り入れ

て、数学的な考え方を高めます。

思考力と表現力には密接な関係があります。自分の考えを他の人に分かりやすく説明した

り、他の人の考えを評価したりする活動は、自分の考えを深めます。また、他の人と考えを

伝え合う活動は、新しい考えに出会う機会となり、自らの考えにいかすことで、自分の考え

や集団の考えを発展させます。

自己の成長を実感させるためには、数学的活動を振り返らせることが大切です。どの考え

が役立ち、協働的な学びを通して自分の数学的な見方や考え方がどのように変わってきたの

か、自己評価をさせることで自分の理解度が明確になり、学習の定着にもつながります。

振り返り

問題 文化祭でお好み焼きの模擬店を開き、利益を寄付することになり
ました。利益が最大となるように販売する値段を決定したいと思
います。どのように値段を決定すればよいか考えてみましょう。

【目標】

日常生活の事象を数学的に

捉えることのよさを認識し、

二次関数のグラフを用いて

問題を解決しようとする。

追加問題 お好み焼きの値段と販売個数の関係を考える上で、どのような条件を追加するとより
現実的になるでしょうか。グループで考えてみましょう。
（解答例）材料費や光熱費といった必要経費を考慮する など。

事例１ 予想する活動

生徒が問題を「整数nの平方が３の倍数ならば、ｎは３の倍数であることを証明せよ。」

という数学的に表現された問題として捉え直し、予想するような学習活動をねらいとしてい

ます。予想することで、興味がかき立てられ、理由を考えようとします。なぜ？という気持

ちから課題意識が高まり、それが主体的な活動につながります。

〈授業づくりの工夫〉
・予想をもとに、生徒に「この予想は証明できるだろうか？」「証明するにはどうすればよい
か？」といった新たな問題の発見を促すことが大切です。このように問題を発展させることで、
深い学びへとつながります。

・「生徒の解答を共有し、どのように考えて解いたかを説明させたり、どのようにすればよりよ
い表現になるかを考えさせたりする活動」や「生徒の誤りや疑問を積極的に取り上げ、それを
解決することを通して理解を深める活動」は、思考力や表現力を高め、学びを深める指導とし
て有効です。

事例２ 協働的な学び

身の周りの課題について、条件（お好み焼きの値段と販売個数の関係）を設定しながら考

察し解決する過程を通して、二次関数を活用することの有用性を認識することができます。
〈授業づくりの工夫〉
・次の問題のように、解決の過程を振り返ってよりよい解決の方法を考えたり、さらに課題を発
展させたりすることは、内容の理解を深め、思考力や表現力を高めることにつながります。



章

ここがポイント

98

各教科等の授業５

４ 理科

科学は、自然の事物・現象に対する気付きから仮説を設定し、観

察・実験により仮説の妥当性を検証することを繰り返して体系化さ

れてきた学問です。授業の学習過程でも、課題の把握（発見）、課

題の探究（追究）、課題の解決という「探究の過程」を意識した学

習活動を行い、生徒が主体的に全体像の追求を遂行できるようにな

ることを目指しましょう。その際、授業においては、次の例のよう

に、「探究の過程」の一部を取り扱うことも可能です。

例１) プラスチックの種類を決定するための実験を計画する

「科学と人間生活」において、プラスチックの種類についての知

識を学んだあとで、種類の分からないプラスチック片について、

どのような実験を行えば種類が特定できるかを考える。

例２) ＤＮＡが遺伝子の本体であることを実験結果から説明する

「生物基礎」において、実験方法とその結果をまとめた資料をも

とに、結果を分析・解釈し、他者に説明する。

各学科に共通する教科

「理数」では、探究するこ

と（プロセス）を重視して

おり、失敗してもその原因

について考えたり、再チャ

レンジしたりする資質・能

力の育成を重視しています。

『高等学校学習指導要領

（平成30年告示）解説 理

数編』（39～44ページ）

の「探究的な学習の指導の

ポイント」は理科の授業や

総合的な探究の時間の指導

にも生かせる内容となって

います。

身近な事物・現象に対する
「なぜ？」をいかして
考えさせる授業を！

☆理数探究
「探究の過程」を意識する

共通教科

小学校・中学校理科と高

等学校理科の内容の対応は、

「エネルギー」と「物理」

「粒子」と「化学」

「生命」と「生物」

「地球」と「地学」

となっています。

『高等学校学習指導要領

（平成30年告示）解説

理科編 理数編』（16～

19ページ）に記載されて

いる、内容の構成表を参考

にしてください。

☆小学校・中学校理科
と高等学校理科との
対応

理科における「見方」については、理科を構成する領域ごとに特

徴的な視点があります。

※特徴的な視点は領域固有のものではなく、これら以外にも、定性

と定量、全体と部分、構造とはたらきなどもあることに注意する。

理科の「見方」

領域 特徴的な見方（高等学校）

エネル

ギー

自然の事物・現象を「見える（可視）～見えない（不可
視）レベル」において、主として量的・関係的な視点で
捉えるとともに、より包括的・高次的に捉える。

粒子

自然の事物・現象を「物質レベル」において、主として
質的・実体的な視点で捉えるとともに、より包括的・高
次的に捉える。

生命

生命に関する自然の事物・現象を「分子～細胞～個体～
生態系レベル」において、主として多様性と共通性の視
点で捉える。

地球

地球や宇宙に関する自然の事物・現象を「身のまわり
（見える）～地球（地球周辺）～宇宙レベル」において、
主として時間的・空間的な視点で捉える。
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令和４年に実施した全国

学力・学習状況調査（中学

３年生対象）において、

「理科の授業で学習したこ

とは，将来，社会に出たと

きに役に立つと思います

か」の問いに肯定的な回答

が61.8％、「将来，理科

や科学技術に関係する職業

に就きたいと思いますか」

の問いに肯定的な回答が

22.6％という結果になっ

ています。

理科の授業の中において、

理科を学ぶことの有用性及

び実社会・実生活との関連

を意識することが求められ

ています。

授業づくりのワンポイントアドバイス（分野別）

物理、化学、生物、地学、各分野の授業づくりのワンポイントア

ドバイスは次のとおりです。

☆理科を学ぶことの意
義

物理分野
物理の学習で大切なことは、まず現象を詳しく観察し、よく

似た現象はないか、どのような原理・法則が働いているのかを

考えさせます。次に現象を単純化したモデルを構成させ、図で

表せるようにします。その後で現象を方程式で表し、それを数

学的に解きます。

「実際には解かないで解の性質を知る方法があるとき私は方程

式の意味を理解する。」（ディラック）

化学分野
物質やその変化の内容を扱うときは生徒にとって身近な例を

挙げるなどして日常生活との関連を図るとよいでしょう。その

際、単元を貫く問いなどを準備するとより効果的です。理科の

観察・実験は、安全に配慮して行ってください。

また、化学実験で扱う器具の操作方法、薬品の取り扱い方に

ついては、必ず予備実験を行って確認し、生徒の動きを想定し

て準備をすることが大切です。日頃から安全への意識を高める

ような指導を心掛けましょう。

生物分野
生徒の自然体験は一人ひとり大きく異なります。生徒が身近な

生物や事象と学習内容のつながりを実感できるよう、授業では季

節や地域の実態などに応じて、実物、映像、写真等を用いること

を心掛けましょう。

また、用語の記憶を重視する授業展開でなく、生徒自身が様々

な課題に対して思考する場面をつくることを心掛けましょう。

地学分野
地学で扱う題材は、時間経過や空間の広がりが、我々の人生

から比べると雄大なものが多いです。地学的な事象を実感する

ためには、現実に起きている気象、地震・火山・天体現象を

扱ったり、コンピューターシミュレーション等を行うとよいで

しょう。

また、岩石などは実物に触れるようにすると、理解が深まり

ます。ただし、屋外での実習を行う前には、現場の安全性を十

分確認しましょう。

朝永 振一郎の言葉

（物理学者。1965年にノーベ

ル物理学賞を受賞。）

「ふしぎだと思うこと

これが科学の芽です

よく観察してたしかめ

そして考えること

これが科学の茎です

そうして最後になぞが

とける

これが科学の花です」

トーマス・エジソンの言

葉

「私は実験において失敗

など一度たりともして

いない。

電球は光らないという

発見を、今までに２万

回してきたのだ。」
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各教科等の授業５

知識及び技能は、一次予防だけでなく、二次予防（早期発見・早

期治療）・三次予防（リハビリ・社会復帰）を含めた学習内容の確

実な定着を図ることが大切です。

（例）生活習慣病などの予防と回復 ～がん～

技能は、「安全な社会生活」における「応急手当」に、「心肺蘇

生法などの応急手当を適切に行うこと」が内容として示されていま

す。日常的な応急手当とＡＥＤなどを用いた心肺蘇生法の必要性及

び方法や手段について、実習を通して理解し、できるようにするこ

とが求められます。

思考力，判断力，表現力等は、個人及び社会生活における健康・

安全に関する内容について科学的に思考・判断し、総合的に捉える

とともに、それらを、筋道立てて他者に表現できるようにすること

が大切です。

学びに向かう力，人間性等は、生涯を通じて健康の保持増進や回

復を目指す実践力を育成することよって、生徒が、明るく豊かで活

力ある生活を営む態度を育むことが大切です。

★思考力，判断力，表現力等の育成を目指した学習指導例

単元名「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

学習活動１ 諸外国はどのような対策を講じているか調べてみよう。

⇒ＩＣＴを活用して調べ学習をする。

学習活動２ 日本の対策について、根拠を示して評価しよう。

⇒クラウド上で他グループ等と意見交換をする。

学習活動３ 科学的データや諸外国の対策等を参考にしながら、日本の

対策を改善し、よりよい方策を考えて発表しよう。

⇒プレゼンテーションソフトを使いポンチ絵等を

作成し発表する。

⇒クラウド上で他グループ等と意見交換をする。

５ 保健体育

体育や保健の見方・考え

方を働かせ，課題を発見し，

合理的，計画的な解決に向

けた学習過程を通して，心

と体を一体として捉え，生

涯にわたって心身の健康を

保持増進し豊かなスポーツ

ライフを継続するための資

質・能力を次のとおり育成

することを目指す。

（１） 各種の運動の特性に応

じた技能等及び社会生活

における健康・安全につ

いて理解するとともに，

技能を身に付けるように

する。

（２）運動や健康について

の自他や社会の課題を発

見し，合理的，計画的な

解決に向けて思考し判断

するとともに，他者に伝

える力を養う。

（３） 生涯にわたって継続

して運動に親しむととも

に健康の保持増進と体力

の向上を目指し，明るく

豊かで活力ある生活を営

む態度を養う。

※総合教育センター体育指

導センターでは、授業づ

くりの参考となる各校種

のハンドブックを作成し

ました。次の二次元コー

ドよりアクセスできます

ので、単元の構想や授業

づくりの参考として御一

読ください。

健康を保持増進し、スポーツ

への多様な関わり方を学ぶ

☆保健体育科の目標 保健のポイント

共通教科

一次予防
規則正しい生活、
予防接種

二次予防
がん検診、治療（手
術、放射線 等）

三次予防
術後のリハビリや
抗がん剤治療

「生涯を通じて自らの健康や環境を適切に管理し、
改善していくための資質・能力の育成」

＜ねらい＞喫煙、飲酒、薬物乱用の防止について、我が国のこれまでの取組を個

人への働きかけと社会環境への対策の面から分析したり、諸外国と比較したりし

て、防止策を客観的に評価し改善策を考えること

※思考力，判断力，表現力等は、解説の例示を参考にして、生徒が主体的に学べるような、具体的な学習活動等を考えましょう。

＜発問＞喫煙、飲酒、薬物乱用の防止について、これからの防止対策を考えよう！
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『高等学校学習指導要領

（平成30年告示）解説 保

健体育編』より、新たに「共

生」の態度を育むことが加わ

りました。

共生は、「体力や技能の程

度，性別や障害の有無等に

かかわらず，人には違いがあ

ることに配慮し，よりよい環境

づくりや活動につなげようと

することに主体的に取り組も

うとする意思をもち，一人一

人の違いを越えて取り組もう

とする意欲を高めること」で

あると示されています。

そのため、授業は原則として

「男女共習」で学習を行うこ

とが求められます。その際、心

身ともに発達が著しい時期

であることを踏まえ、運動種

目によってはペアやグループ

の編成時に配慮したり、健

康・安全に関する指導の充

実を図ったりするなど、指導

方法の工夫を図ることが大

切です。

また、スポーツを楽しむため

の多様な関わり方という観点

から、運動に関する領域だけ

で「する，みる，支える，知る」

といった関わり方を学ぶだけ

でなく、体育理論と相互に関

連させて学習することで、知

識の重要性をより一層理解

し、生涯にわたってスポーツ

を楽しむための多様な関わり

方を見つけることができるよ

うな授業にしましょう。

（１）授業設計力

・学習指導要領の理解

・単元計画力 等

（２）授業実践力

・内容的条件

・基礎的条件

（３）授業省察力

・設計への省察

・授業実践への省察

※詳細は、『授業づくりハン

ドブック』を見てください！

（p100の二次元コード

を参照してください）

体育のポイント

知識は、具体的な知識と汎用的な知識を関連させて理解できるよう
にするとともに、知識と技能を関連させて学習できるようにすること
が大切です。

技能は、運動種目等の固有の技能や動き等を身に付けることがねら
いとなりますが、各領域の特性や魅力に応じた楽しさや喜びを深く味
わうことができるようにすることが大切です。

思考力，判断力，表現力等は、自己や仲間の課題を発見し、合理
的・計画的に解決したり新たな課題の発見につなげたりすることがで
きるよう思考し判断したことを、言葉や動作などで即座に表したり図
や文章及び映像等を用いて筋道を立てて伝えたりすることができるよ
うにすることが大切です。

学びに向かう力，人間性等は、運動における競争や協働の経験を通
して、公正、協力、責任、参画、共生などの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保し、運動に主体的に取り組み、生涯にわたって継続
して運動に親しむ態度を養うことが大切です。

☆「共生」について「生涯にわたる豊かなスポーツライフの継続と、自己の状況
に応じて体力の向上を図るための資質・能力の育成」

【学びに向かう力，人間性等】
・愛好的態度･･･自主的に取り組もうとする、主体的に取り組もうとする
・公正･････････ルールやマナー、フェアなプレイを大切にしようとするなど
・協力・責任･･･互いに教え合い高め合おうとする、自己の責任を果たそうとするなど
・参画・共生･･･話合いに貢献しようとする、一人一人の違いを大切にしようとするなど
・健康・安全･･･健康・安全を確保する

☆保健体育教師の
実践的指導力とは

関 連

関 連

【知識】

【技能】

＜具体的な知識＞
体の動かし方や
用具の操作方法 など

＜汎用的な知識＞
運動の実践や生涯スポーツに
つながる概念や法則 など

＜楽しさや喜び＞ 記録や技への挑戦する、ルールを工夫して試合をする、
発表をする など

＜固有の技能や動き等＞ 学習指導要領解説「例示」にある技能や動きなど

★生徒の技能の程度に応じてルールを工夫した学習指導例
単元名 球技：ネット型「バレーボール」

正規のルールを緩和することで、技能の程度にかかわらず、チーム全員が仲間と連携し
た動きによって攻防を楽しむことができるようにする。

＜ねらい＞ 作戦に応じた技能で、仲間と連携してゲームを展開すること

～ ルール緩和の例 ～
○人数 （例）３人対３人など、少ない人数にして活躍する機会を増やす。
○用具 （例）ソフトバレーボールなど、柔らかく操作しやすいボールを選ぶ。
○コート（例）ネットの高さを低くしたり、コートの広さを狭くしたりするなど、

プレイしやすいコートを選ぶ。
○ルール（例）三回の触球のうち、一回はキャッチをしてもよいこととする。

相手コートからの返球は、ワンバウンドしてもよいこととする。
攻撃は必ず3段攻撃とする。ブロックはしないこととする。
技能の程度にかかわらず。仲間と連携して攻防ができるようにする。

①投げ入れサーブ

ルールを工夫した試合の例

②レシーブ
【正規と同じ】

③キャッチトス

④必ず３段攻撃
⑤ワンバウンド可
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各教科等の授業５ 芸術の本質に迫る

授業づくりを目指して

６ 芸術

好きな（影響を受けた）作家（作曲家、画家、書家等）は誰です

か？

心を揺さぶられた作品（芸術的体験）はどのようなものですか？

生徒にとって芸術科の教員は、最も身近な芸術家であるとともに、

味わい方の伝道者でもあります。日常的に、芸術を愛好し芸術文化

を尊重している教員の姿から、生徒たちは何かを感じています。

音楽
音楽的な見方･考え方
感性を働かせ，音や音楽
を,音楽を形づくっている
要素とその働きの視点で
捉え，自己のイメージや
感情，芸術としての音楽
の文化的・歴史的背景な
どと関連付けること。

☆高等学校芸術科の
｢見方・考え方｣
『高等学校学習指導要領（平
成30年告示）解説 芸術編』
より

あなたにとっての芸術とは

共通教科

「見方・考え方」と「感性」
芸術科における「見方・考え方」の重要な点は、知性と感性を

相互に働かせて対象や事象を捉えることです。

知性だけでは捉えられないことを、身体を通して、知性と感性を

融合させながら捉えていくこと、客観的事実と感情とを往還させて

考えることは、他教科等以上に芸術科が担っている学びです。また、

多様性の包容、柔軟な発想や他者との協働、自己表現とともに自己

を形成していくことなども含まれており、そこにも、芸術を学ぶ意

義や必要性があります。

また、特に重要な「感性」の働きは、感じるという受動的な面だ

けでは ありません。感じ取って自己を形成していくこと、新しい

意味や価値を創造していくことなども含めて「感性」の働きです。

そして、「感性」は知性と一体化して創造性の根幹をなすもので

す。芸術科は、生徒たちの創造性を育む上で大切な役割を担ってい

るのです。

フレーズを長くとってみようかな。

言葉一つひとつに重みをつけても

良いかな…。

よし、歌いながら試してみよう。

生徒には、どのような姿に育ってほしいですか？

ここのフォルテは、歌詞から

考えると雄大なイメージが湧

いてくるな…。どう歌えば、

それが伝わるだろうか。

高等学校芸術科では、芸術文化に対する理解を深め、愛着を持つ

とともに、一人ひとりがそれぞれの興味・関心や個性をいかし、

感性を高め、芸術と幅広く、かつ、多様な観点から主体的に関わっ

ていくことが重要です。学校を卒業した後も、社会とのつながりの

中で芸術を愛好し、生涯にわたり豊かな情操を持ち、芸術文化を尊

重する態度の育成を目指していくことが大切です。

芸術科が大切にしたいこと

美術･工芸
造形的な見方･考え方
感性や美意識，想像力
を働かせ，対象や事象
を，造形的な視点で捉
え，自分としての意味
や価値をつくりだすこ
と。

書道
書に関する見方･考え方
感性を働かせ，書を，
書を構成する要素やそ
れらが相互に関連する
働きの視点で捉え，書
かれた言葉，歴史的背
景，生活や社会，諸文
化などとの関わりから，
意味や価値を見いだす
こと。
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美術科の授業例 美術Ⅰ「Ａ表現(１)絵画・彫刻」、「Ｂ鑑賞」及び〔共通事項〕

〈題材名〉 心の形（石材による抽象彫刻）

〈題材の目標〉「心の形」というテーマを基に、自己の内面を深く見つめ、主題を生成し、

造形的な効果をいかし創造的に表現するとともに、他の生徒の作品から作者

の心情や意図と創造的な表現の工夫などを感じ取り味わう

①芸術科における技能とは
「～が上手」というような単なる技術の巧拙ではなく、意図に基づいて表現するための技能であ
ることに留意する必要があります。

③題材（単元）同士を連結させましょう
一つの題材（単元）の学びが独立して閉じてしまうのではなく、一年間を通した学びとなるよう
関連付けましょう。そのことによって、学習の質を高めることができます。

②生徒が表現意図をもつために
主題の設定や作品の鑑賞、作品の様々な背景に触れるなど、題材（書道は単元）計画を
工夫することで、「〇〇を△△のように表現したい」という気持ちを引き出すことができます。

導入～鑑賞の活動まで 評価の観点【主体的に学習に取り組む態度】

④学んだことの意義が実感できるように
演奏発表会や作品の展示、掲示物を作成するなどして、芸術科の見方・考え方が、生活や社会の
中で活用できることを体験させましょう。

自分が表したい主題を明確にもち、イメージを具現化することを重視して表現します。また、
他者から承認される鑑賞の活動を行うことにより、自己肯定感を高めます。
表現と鑑賞の活動を通して、美しいものやより良いものを求めていこうとする豊かな情操を

養います。

導入
学びの見通しをもたせるために、授業の流れを示しましょう。自己の内

面を見つめて、主体的に表現活動や鑑賞の創造活動に取り組めるよう、授
業の導入や展開を工夫しましょう。

発想や構想の活動 評価の観点【思考力・判断力・表現力】
アイデアスケッチや言葉により、思いや考えを整理させ、自分が表した

い主題を生成させることが重要です。また、石の特性の理解、単純化や強
調など、主題を表現するための構想を練るよう、指導しましょう。

制作の活動 評価の観点【知識・技能】
「心のこもっていない、何を表現したいのか分からない作品」には感動

が伴いません。自分が表したいイメージを具現化させるために、本当にこ
の形で良いのかと主題を追求させましょう。道具の特性の理解も大切です。

鑑賞の活動 評価の観点【思考力・判断力・表現力／知識】
鑑賞も創造活動です。作品に対して、自分としての意味や価値をつくり

だすよう指導しましょう。また、根拠を持って互いに批評し合う活動を通
して、自他の特性や個性について理解を深めさせるよう配慮しましょう。

芸術科の授業でおさえたいポイント （教材研究、安全指導は必須！）

石 材

ヤスリで成形

完 成
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各教科等の授業５

７ 外国語（英語）

外国語科の目標は、「外国語による聞くこと、読むこと、話すこ

と、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動

を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成するこ

と」つまり、実際に聞いたり、読んだり、話したり、書いたりする

活動を通して、資質・能力を育成することが求められています。

では、英語を「聞く／読む」とはどういうことでしょうか。単に

英語を日本語に置き換えるだけでは、必ずしも「英語を聞いて／読

んでいる」とは言えません。同様に、英語を「話す／書く」とは、

単に英語を書いたり英語が口から出てくることではなく、「英語を

使ってメッセージを伝える」ことです。言語形式だけに目を向ける

のではなく、適切な支援を行った上で、英語を使って内容を理解し

たりメッセージを伝え合ったりする活動＝言語活動を授業内で効果

的に実施するようにしましょう。

言語活動においては、どの

ような支援があれば課題を遂

行できるかなどを考慮し、生

徒に必要な配慮を行います。

例えば話す速度を落としたり、

対話の例として教師がやり取

りを見せたり、書く活動の前

にアウトラインを書かせたり

など、支援は生徒の学習過程

のあらゆる段階で与えること

が可能です。

「英語コミュニケーション

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」など、科目の段

階が上がるにつれて、生徒が

自律的な学習者となるよう、

支援の程度を調整します。特

に初期段階においては、中学

校における学習との接続に留

意し、高等学校における学習

に円滑に移行できるよう、

様々な配慮をしましょう。

授業を「実際のコミュニケー

ションの場」にする

☆必要な支援は何か？ 「言語活動を通して」資質・能力を育成

共通教科

コミュニケーションの目的・場面・状況に応じて

外国語における「知識及び技能」の育成は、「外国語の音声や語

彙、文法、言語の働きなどの理解を深める」という「知識」の面と、

その知識を「実際のコミュニケーションの目的・場面・状況に応じ

て適切に活用できる」という「技能」の面とで構成されています。

また「思考力、判断力、表現力等」の育成のためには、知識・技能

を活用して、コミュニケーションの目的・場面・状況に応じて、

「概要や要点、意図などを的確に理解」し、「適切に表現したり伝

え合ったりする」ことができる力を養う必要があります。

文法など言語材料の指導に当たっては、「コミュニケーションを

支えるもの」であることを踏まえ、単に英語を日本語に置き換えさ

せるなど、文脈から切り離された知識として理解させるのではなく、

その知識を実際のコミュニケーションにおいて活用できるよう指導

することが必要です。実際の指導においては、実際のコミュニケー

ションにおけるその文法事項の活用の必然性に生徒が気付くような

指導を行うようにしましょう。

☆５領域の指導と評価

外国語科の目標は、

聞くこと(L)、

読むこと(R)、

話すこと[やり取り](SI)、

話すこと[発表](SP)、

書くこと(W)

の5領域別に設定されており、

評価も５領域別に行います。

L、Rについてはペーパーテ

ストで評価することができま

すが、SI、SP、Wの評価につ

いてはパフォーマンステスト

の実施が不可欠です。年間で

バランスよく指導と評価がで

きるよう、効果的な計画作成

を心掛けましょう。（右ペー

ジ参照)
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CAN-DO（学習到達目標）

単元の目標 ※５領域別

５領域に関わる言語活動・教材・テスト

目標（CAN-DO）から始まる授業づくり
～授業の “Backward Design”～

・CAN-DOが透けて見えるタスク，練習（目的・ゴールの明確化）

・それぞれの技能に寄与する語彙，文法の指導（理解／表現のための言語知識）

「単元の指導と評価の計画」作成の考え方

年間のCAN-DO（学習到達目標）

L1

尊敬する人につ

いてやり取りす

ることができる

(SI)

自分の「尊敬す

る人」について、

ALTと話しま

しょう

リスニング

リーディング

スピーキング

ライティング

＋やり取り指導

L2

職業選択につい

て意見を書くこ

とができる(W)

ディスカッショ

ンの準備として、

職業選択につい

ての意見を書き

ましょう

リスニング

リーディング

スピーキング

ライティング

＋意見文指導

L3

おすすめのレス

トランを発表す

ることができる

(SP)

留学生に、あな

たの街のおすす

めのレストラン

を紹介しましょ

う

リスニング

リーディング

スピーキング

ライティング

＋発表指導

L4

Eメールを読んで

理解することが

できる(R)

メールを読んで、

必要事項を表に

まとめましょう

リスニング

リーディング

スピーキング

ライティング

＋メール表現指導

L5

短い講義を聞い

て内容を理解で

きる(L)

ガイドツアーの

説明を聞いて、

要点をメモしま

しょう

リスニング

リーディング

スピーキング

ライティング

＋ 講

義理解指導

①
単元
目標

②
ゴール
タスク

③
単元の
授業

①単元目標は、「年間のCAN-
DOが具現化したもの」になり
ます。つまり、フォーカスした
スキル（一つか二つ）を意識し
て、５領域別に設定することが
必要です。

②ゴールタスクとは、単元の目
標が達成できたかどうかを評価
するための具体的なツールです。
生徒の思考・判断・表現を評価
するためのカギとなるのは、目
的・場面・状況の設定です。実
際のコミュニケーションを意識
したタスクを実施しましょう。

③単元の授業では、教科書本文
を使用した４技能５領域の指導
を、バランスよく行います。教
科書本文は４技能５領域の育成
のために活用し、単元目標に基
づくゴールタスクで確認する、
つまり教科書で練習して、応用
力の腕試しをさせるという流れ
にしなければなりません。

①単元のテキストタイプ
やジャンル・トピックに
応じて、その単元で
フォーカスするスキルを
決めます。１単元に一つ
か二つのスキルでもOK
ですが、年間でバランス
よく育成できるようにし
ましょう。

CAN-DOリスト

※各学校で設定します。必要に応じて見直しましょう。
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各教科等の授業５

８ 家庭

学習指導要領の目標は「生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，

実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よりよ

い社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活

を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す」です。

(1)人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・

家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め，

家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に

営むために必要な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に

付けるようにする。（「知識及び技能」）

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課

題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したこ

とを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活

の課題を解決する力を養う。（「思考力，判断力，表現力等」）

(3)様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会

に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を主体的

に創造しようとする実践的な態度を養う。（「学びに向かう力，

人間性等」）

この目標は、家庭科で育成を目指す資質・能力を「資質・能力の

の三つの柱」に沿って示したものです。実生活と関連を図った問題

解決的な学習を効果的に取り入れ、これら三つの柱を相互に関連さ

せることにより、家庭科全体の資質・能力を育成することが重要で

す。

☆「空間軸」と「時間軸」
高等学校家庭科の学習指導

要領における教科目標から読

み取れるキーワードです。個

人から地域・社会へと視野を

拡げていくという「空間軸」

の捉え方により、社会から求

められる課題への対応が可能

となります。

また、過去から未来という

「時間軸」の捉え方で次世代

を担う役割を自覚し、生涯を

見通したキャリア教育にも通

じる考え方が可能となります。

☆学習過程を踏まえた
授業改善
生徒が家庭科の学習を学校

の授業のみに終わらせるので

はなく、常に課題をもって生

活し、実生活へ生かすととも

に、将来にわたって学び続け

ることができるよう、問題解

決的な学習の充実に一層努め

る必要があります。そのため

には、生徒が学習内容を自分

事として捉え、課題を課題と

して認識し、その解決に向け

て実践できるよう、日々の授

業を工夫していくことが必要

です。

☆指導計画の作成に
ついて
単元のまとまりを見通して、

その中で育む資質・能力の育

成に向けて生徒の主体的・対

話的で深い学びの実現を図り

ましょう。

学習したことを

生活に生かす力を育てる

家庭科における「見方・考え方」

共通教科

家庭科の目標

家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る生活事象を，

〇協力・協働，

〇健康・快適・安全，

〇生活文化の継承・創造，

〇持続可能な社会の構築 等

の視点で捉え、よりよい生活を営むために工夫すること。

「見方・考え方」のそれぞれの視点は、相互に関わり合うものであ
り、生徒の発達の段階を踏まえるとともに、取り上げる内容や題材
構成などによってどの視点を重視するのかを適切に定めることが大
切です。
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☆他教科とのつながり
家庭科の学習内容は生活

全般にわたるので、他の教

科と関連する内容も多くあ

ります。他教科と連携する

と「内容が深まる」、「よ

り理解しやすくなる」と感

じたこともあるのではない

でしょうか。他教科と授業

内容について情報交換し、

よりよい授業を考えてみま

しょう。

☆地域とのつながり
乳幼児施設として保育

所・子育て支援センター、

児童関連施設として放課後

児童クラブ、高齢者施設と

して特別養護老人ホーム・

デイサービスセンター等が

あります。実習を行う際は、

生徒の安全はもとより、乳

幼児や高齢者のプライバ

シーを含む相手に対する配

慮や安全の確保に配慮し、

生徒が自覚と責任をもって

行動し、目的が効果的に達

成できるよう留意しましょ

う。

【参考資料】

神奈川県健康医療局

「健康・未病学習教材」

くらし安全防災局くらし

安全部消費生活課

「JUMP UP」等

小学校から高等学校までの学びの系統性を踏まえ、内容構成は次の

四つに整理されました。

学習指導要領改訂のポイント

Ａ「家族・家庭及び福祉」

Ｂ「衣食住」

Ｃ「消費生活・環境」

Ｄ「ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」

家庭や地域及び社会における生活の中から課題を見いだして解決策
を構想し、実践を評価・改善して、新たな課題の解決に向かう過程を
重視した学習の充実を図った。家庭科の授業の一環として、年間指導
計画に位置付けなければならない。

「生涯の生活設計」について

まとめとしてだけではなく、科目の導入として位置付け、Ａ～Ｃの
内容と関連付けることで、生活課題に対応した意思決定の重要性につ
いての理解や生涯を見通した生活設計の工夫ができるようにする。

少子化の進展に対応して

「家庭基礎」…子育て支援、乳幼児と関わるための基礎的技能
「家庭総合」…子どもの遊びと文化、子育て支援、子どもの発達に応

じた適切な関わり方の工夫をする。

高齢化の進展に対応して

高齢者の尊厳と介護（認知症を含む）に関する内容の充実を図る。
「家庭基礎」…高齢者の生活支援に関する基礎的な技能
「家庭総合」…高齢者の心身の状況に応じた生活支援に関する技能

衣食住について

日本の伝統的な生活文化の継承・創造に関わる内容の充実を図る。
→和食・和服・和室を扱う

「家庭基礎」…自立した生活を営むために必要な基礎的・基本的な
内容

「家庭総合」…生涯を見通したライフステージごとの生活を科学的
に理解させることを重視

消費生活・環境について

成年年齢の引下げを踏まえ、契約の重要性や消費者保護の仕組みに
関する内容を充実するなど、消費者被害の未然防止に資する内容の充
実を図る。また、Ｃの内容については、原則として、入学年次または、
次の年次で取り上げること。

ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動について

生活の科学的な理解を深め、生活の自立に向けて主体的に活用でき
る技能の習得を図るために、実践的・体験的な学習活動を重視し、問
題解決的な学習を充実していかなくてはなりません。
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９ 情報

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用し

て問題の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に

向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体

的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指し

ます。

（１）情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する

方法について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人と

の関わりについての理解を深めるようにする。

情報と情報技術についての知識と技能、情報と情報技術を活用し

て問題を発見・解決する方法についての知識と技能を身に付けるよ

うにするとともに、情報社会と人との関わりについては、情報に関

する法規や制度及びマナー、個人が果たす役割や責任等について、

情報と情報技術の理解と併せて身に付けるようにすることを示して

います。

（２）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・

解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、様々な事象を情報

とその結び付きの視点から捉え、複数の情報を結び付けて新たな意

味を見いだす力を養うとともに、問題を発見・解決する各段階で情

報と情報技術を活用する過程を振り返り改善することで、情報と情

報技術を適切かつ効果的に活用する力を養うことを示しています。

（３）情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体

的に参画する態度を養う。

情報と情報技術を適切に活用することを通して、法規や制度及び

マナーを守ろうとする態度、情報セキュリティを確保しようとする

態度などの情報モラルを養い、これらを踏まえて情報と情報技術を

活用することで情報社会に主体的に参画する態度を養うことを示し

ています。「情報Ⅰ」では、この目標の実現を目指し、「情報Ⅱ」

では、参画するだけではなく、発展に寄与することも求めています。

学習指導要領解説 情報

編には「共通教科情報科は，

小・中・高等学校の各教科

等の指導を通じて行われる

情報教育の中核として位置

付けられる。」と記載され

ています。

生徒に身に付けさせたい力を

意識した授業づくり

☆共通教科情報科の
位置付け

共通教科情報科の目標

共通教科

プログラミング教育とは、

子どもたちに、コンピュー

タに意図した処理を行うよ

う指示することができると

いうことを体験させながら、

発達の段階に即して、次の

ような資質・能力を育成す

るものであると考えられる。

【知識・技能】

・小学校

身近な生活でコンピュー

タが活用されていること

や、問題の解決には必要

な手順があることに気付

くこと。

・中学校

社会におけるコンピュー

タの役割や影響を理解す

るとともに、簡単なプロ

グラムを作成できるよう

にすること。

・高等学校

コンピュータの働きを科

学的に理解するとともに、

実際の問題解決にコン

ピュータを活用できるよ

うにすること。

☆小学校段階における
プログラミング教育の
在り方について（議論
の取りまとめ）（抜粋）
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高等学校段階における情

報教育の実施を、共通教科

情報科だけが担うというよ

うに、極めて限定的に捉え

ないようにしてください。

教科等の特質に応じて教科

等横断的に情報活用能力を

身に付けさせる教育のより

一層の充実が求められてい

ます。特に、統計の指導に

当たっては数学科と、情報

モラルなどの指導に当たっ

ては公民科との関連を図り

ましょう。また、共通教科

情報科の学びによって身に

付けた能力や態度を他の教

科・科目等の学習において

積極的に活用していくこと

が重要です。

共通教科情報科における「主体的・対話的で
深い学び」

☆他教科等との関連

科目「情報Ⅰ」の内容のまとまり

(１) 情報社会の問題解決

科目の導入として位置付け、（2）から（4）までの内容に結び付けられ

るようにするとともに、情報と情報技術を用いて，生徒が情報社会の問

題を主体的に発見し、明確化し、解決策を考えられるようにする。

(２) コミュニケーションと情報デザイン

情報のデジタル化や、コミュニケーションとメディアの関係を理解し、

情報の構造と関係性を適切に表現したデザインについて作成、評価、改

善を繰り返すことで、情報伝達やコミュニケーションにおける問題を解

決できるようになる。

(３) コンピュータとプログラミング

自然現象や社会現象の問題点を発見し、コンピュータやプログラミング

を活用し解決策を考えられるようにする。

(４) 情報通信ネットワークとデータの活用

情報通信ネットワークの管理、運用ができ、データベースやWeb上のテ

キストデータ、オープンデータ等を可視化、分析する力を育成する。

「主体的な学び」

見通しをもって試行錯誤することを通して自らの情報活用を振り返り、

評価・改善して、次の問題解決に取り組むことや、生徒に達成感を味わ

わせ学習に取り組む意欲を高めたり、個々の興味・関心や能力・適正に

応じてより進んだ課題に取り組んだりすることなどであると考えられま

す。

「対話的な学び」

生徒が協働して問題の発見・解決に取り組んだり、互いに評価し合っ

たりして、情報技術のより効果的な活用を志向し探究したり、産業の現

場など実社会の人々と関わるなどして現実の問題解決に情報技術を活用

することの有効性を、実感をもって理解したりすることなどであると考

えられます。

「深い学び」

具体的な問題の発見・解決に取り組むことを通して、日常生活におい

てそうした問題の発見・解決を行っていることを認識し、その過程や方

法を意識して考えるとともに、その過程における情報技術の適切かつ効

果的な活用を探究していく中で「見方・考え方」を豊かで確かなものと

すること、それとともに、情報技術を活用し、試行錯誤して目的を達成

することにより、情報や情報技術等に関する概念化された知識、問題の

発見・解決に情報技術を活用する力や情報社会との適切な関わりについ

て考え主体的に参画しようとする態度などといった資質・能力を獲得し

ていくことであると考えられます。

情報活用能力を系統的に

育成できるよう，プログラ

ミングに関する学習やコン

ピュータの基本的な操作，

発達の段階に応じた情報モ

ラルの学習，さらに，社会

科第５学年における情報化

が社会や産業に与える影響

についての学習も含めた小

学校における学習を発展さ

せるとともに，中学校の他

教科等における情報教育及

び高等学校における情報関

係の科目との連携・接続に

配慮する。

☆中学校技術・家庭科
技術分野の目標及び
内容 Ｄ情報の技術
（抜粋）

☆高等学校情報科に
関する特設ページ
（文部科学省）



章

ここがポイント

110

各教科等の授業５

10 農業・工業・商業・水産・看護・福祉

高等学校における職業教

育は、農業、工業、商業、

水産、家庭、看護、情報、

福祉など職業に関する教育

を行う専門高校を中心に行

われています。

令和５年現在、専門高校

の生徒数は、約49.7万人で

あり、高等学校の生徒数全

体の17.1％を占めています。

専門高校は、有為な職業

人を多数育成するとともに、

望ましい勤労観・職業観の

育成や豊かな感性や創造性

を養う総合的な人間教育の

場としても大きな役割を果

たしています。

職業人としての生きて働く

知識や技能を育成する

☆専門高校の現状 各教科における「見方・考え方」

専門教科

「県立高校改革実施計画

（全体）平成28年１月」で

は、｢将来のスペシャリス

トの育成｣、｢将来の地域産

業を担う人材の育成｣、｢人

間性豊かな職業人の育成｣

という３つの人材育成の視

点に基づき、生徒の多様な

進路希望に対応した教育課

程となるように、より一層

の改善に取り組むことが求

められています。

☆専門教科に求められ
るもの

ものづくりを，工業生産，生産工程の情報化，持続

可能な社会の構築などに着目して捉え，新たな時代を

切り拓く安全で安心な付加価値の高い創造的な製品や

構造物などと関連付けること。

工業

企業活動に関する事象を，企業の社会的責任に着目

して捉え，ビジネスの適切な展開と関連付けること。

商業

水産や海洋に関連する事象を，漁業生産や船舶運航，

海洋工学，情報通信，資源増殖，水産食品の製造や

流通，海洋の環境保全や活用などの視点で捉え，地

域や社会の健全で持続的な発展と関連付けること。

水産

生活に関する事象を，当事者の考えや状況，環境の

継続性に着目して捉え，人間としての尊厳の保持と自

立を目指して，適切かつ効果的な社会福祉と関連付け

ること。

福祉

健康に関する事象を，当事者の考えや状況，疾病や

障害とその治療等が生活に与える影響に着目して捉え，

当事者による自己管理を目指して，適切かつ効果的な

看護と関連付けること。

看護

農業や農業関連産業に関する事象を，安定的な食料

生産と環境保全及び資源活用等の視点で捉え，持続可

能で創造的な農業や地域振興と関連付けること。

農業

参考：「県立高校改革実施計

画（全体）平成28年１月」

☆課程・学科等の改善

農業 神奈川の農業の特性

をいかすとともに、６次産

業化の進展への対応や先進

的な農業技術の習得などを

図るため、農業にかかる教

育機関や企業などとの連携

を一層推進します。
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「見方・考え方」を意識して指導する

「見方・考え方」は、「各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすも

の」です。商業科を例にその重要性について考えてみましょう。

商業の「見方･考え方」は「企業活動に関する事象を（中略）ビジネ

スの適切な展開と関連付ける」とされ、様々な事象を「企業側」から捉

えることが求められています。

例えば、「電子決済」について学ぶ単元で、ある生徒の授業後の振り

返りの記述が次のようなものであったとします。

この生徒は「消費者側」として授業内容を捉えており、教科を学ぶ本

質である商業の「見方・考え方」（企業側から捉える）から離れていま

す。「何のために商業を学ぶか」が把握できていなければ、この単元の

目標はもとより、教科･科目の目標の達成も難しいでしょう。

それでは、振り返りの記述がどのようなものになっていれば、生徒が

商業の「見方・考え方」を働かせたと言えるのでしょうか。例えば、次

のような記述が考えられます。

生徒が教科･科目を学ぶ「本質的な意義」の部分を踏み外すことがな

いよう、教員は各教科の「見方･考え方」を意識した学習指導を心がけ

ていきましょう。

《 他の例 》

・共通教科「情報」と専門教科「情報代替科目」の違いは？

・共通教科「家庭」と農業科「食品製造や食品流通の分野」の違いは？

・共通教科「美術」と工業科「デザイン分野」の違いは？ など

電子マネーのいいところや問題点が分かりました。

今使っている電子マネー以外も試しに使ってみたいです。

事業者や消費者にとってのメリット・デメリットが分

かりました。私が社長だったら、どの電子マネー決済を

店舗に導入するかを考えていきたいです。

「見方・考え方」を意識して評価する
「学びに向かう力、人間性等」も、生徒が「見方・考え方」を働か

せて単元の学習にアプローチするからこそ培われます。主体的に学習

に取り組む態度の評価に当たっても、生徒が「見方・考え方」を働か

せられているかを意識して評価していきましょう。

【STEP1】「見方・考え方」の具体化（生徒が意識しやすいように）

商業の例：「採算性（コスト、利益等）、利害関係者（株

主、経営者、顧客等）、社会情勢、CSR 等」

【STEP2】単元の学習内容について、具体化した視点で課題を捉え、

より良く改善し、工夫を凝らそうとしているかを中心に評

価する

工業 科学技術の進歩とと

もに高度化する工業技術の

習得や実践的なものづくり

教育を進めるため、長期間

の現場実習を教育課程に位

置付けるなど、企業や大学、

職業技術校などとの連携を

一層推進します。

商業 急速に進展する経済

社会のグローバル化に対応

するとともに、他の産業分

野との連携、協働による生

産から加工、流通、販売ま

での総合的で実践的な教育

を進めるため、地域の企業

や商工業団体、大学などと

の連携を一層推進します。

水産 水産業及び海洋関連

産業の担い手となる人材を

育成するため、地元の漁業

協同組合や企業、行政機関、

さらに、大学や研究機関な

どとの連携を一層推進しま

す。

看護 看護人材に求められ

る資質・能力が時代ととも

に変化する中、医療現場で

は、看護に関する高度な専

門知識と幅広いスキルを

持った人材が求められてい

ます。そのため、高校段階

では、看護系大学や専門学

校での高度な専門教育に対

応できる基礎学力を身に付

ける必要があります。

福祉 社会福祉に対する地

域や行政等のニーズが高ま

る中で、介護福祉や手話言

語などについての専門的な

知識や技能を習得するなど、

社会福祉にかかわる人材を

育成するため、社会福祉施

設をはじめ社会福祉協議会

や行政機関、大学や専門学

校などとの連携を一層推進

します。

〈前ページからの続き〉
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11 総合的な探究の時間

自ら問いを見いだし探究する

ことのできる力の育成

課題発見と解決のための資質・能力を育む

総合的な探究の時間とは
総合的な探究の時間は、探究の見方・

考え方を働かせ、横断的・総合的な学習

を行うことを通して、自己の在り方生き

方を考えながら、よりよく課題を発見し

解決していくための資質・能力を育成す

ることを目標にしています。

探究の過程
総合的な探究の時間における学習では、問題解決的な学習が発

展的に繰り返されていきます。学習過程を探究の過程とするため
には、次の四つの過程が重要です。

社会が急速に変化する中

で、自ら課題を発見し解決

する力、多様な他者と協働

して解決する力などの資

質・能力が求められるよう

になり、問題解決的な学習

が発展的に繰り返される探

究的な活動が重要視される

ようになりました。現行の

学習指導要領からは、「総

合的な学習の時間」の取組

の成果を活かしつつ、より

探究的な活動を重視する視

点から、「総合的な探究の

時間」に名称が変更されま

した。教育課程の中核に位

置付け、教科・科目等の枠

を超えた横断的・総合的な

学習を行うことが期待され

ています。

☆なぜ「探究」なのか

指導の計画にあたっては、上図のように、カリキュラム・マネジ

メントの視点をもち、学習の効果の最大化を図りましょう。

総合的な探究の時間では、生徒が実社会や実生活と自己との関わ

りから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分

析して、まとめ・表現することができるようにすることが求められ

ます。
例えば、自分が住む市と近隣の市の人口推移

グラフを比較して「自分が住む市の人口減少を

食い止めるには？」との問いを見いだした場合、

「転入者数を増やすために必要な街づくりは何

か」「子育て等の行政サービスをより良くする

ためにはどのようなことが必要か」「自分が住

む市と近隣の市の産業はどのように違うのか」

等、生徒はさまざまな課題を立てることが予想

されます。こうした既存の知識を統合した多角

的な分析には、各教科・科目の見方・考え方を

☆目標設定・評価の
ポイント

学校教育目標を踏まえた

「各学校において定める目

標」に基づき、育成を目指

す資質・能力を三つの柱に

即して具体的に示します。

この目標に到達した姿を事

前に評価規準として設定し

たうえで学習活動を評価し

ます。

提出物の数や出席回数で

評価するものではないとい

う点においても、各教科・

科目等と考え方は同じです。

通して培った資質・能力が土台として不可欠です。

総合的な探究の時間は、課題の発見と解決に必要な資質・能力を

身に付けさせることを目標としています。そのために、各教科等と

連携を図って、これまでの学びを通して得た資質・能力を横断的・

総合的に活用させる機会を教員が意識的に組み込む必要があります。
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思考の際に必要な情報の処

理方法を次のように整理した

ものです。

▶順序付ける

▶比較する

▶分類する

▶関連付ける

▶多面的に見る・多角的に

見る

▶理由付ける（原因や根拠

を見付ける）

▶見通す（結果を予想する）

▶具体化する（個別化する、

分解する）

▶抽象化する（一般化する、

統合する）

▶構造化する

詳しくは「今求められる力

を高める総合的な探究の時間

の展開（高等学校編）」を参

照してください。

☆考えるための技法

学習指導要領以外にも様々な資料やデータを活用し、より良い探究活動を実現させましょう。

〇「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（高等学校編）

総合的な探究の時間」令和３年８月 文部科学省

〇 「今、求められる力を高める総合的な探究の時間の展開（高等学校編）」

令和５年3月 文部科学省 ＊活動事例も多く、特にお勧めです！

〇 各教科等に関係する教材や資料集等のWebサイトについて（文部科学省HP）

「総合的な探究の時間」関係資料

→「各教科等に……ついて」へのアクセスは、右の二次元コードから

① 課題の設定 （例）どうしたら地域を活性化できるか
生徒が実社会や実生活と自己の関わりから、自ら課題意識をもち、

問いを見いだし、探究課題を設定する。
★指導のポイント
・生徒が自分で課題を発見する過程を重視する
・十分な時間をかけて価値のある適切な課題を設定する

② 情報の収集 （例）実際に町に出てインタビューする
課題解決に必要な情報を収集する。

★指導のポイント
・情報収集の目的を明確にして行わせる
・収集した情報を適切な方法で蓄積させる
・各教科等で身に付けた資質・能力を発揮して情報を収集させる

③ 整理・分析 （例）情報を整理し、因果関係を導き出す
課題解決のために必要な根拠や理由となる情報を整理・分析する。

★指導のポイント
・「考えるための技法」を意識させる
・様々な教科等での学習成果を生かすように促す
・課題解決や探究活動の過程を振り返らせ、自分の取組と設定
した課題との整合性を点検させる

④ まとめ・表現 （例）ポスター形式でまとめ・表現する
探究課題から結論までを自分自身の考えとしてまとめ、表現する。
自らの考えや課題を振り返り、次の探究へとつなげる。

★指導のポイント
・相手意識や目的意識を明確にしてまとめさせたり表現させる
・自分自身の考えや新たな課題を自覚するように促す
・伝えるための具体的な方法を身に付けさせる
・各教科等で身に付けた表現方法を積極的に活用させる

問題解決的な活動が発展的
に繰り返されていく一連の学
習活動で、四つの探究の過程
を繰り返しながらスパイラル
に学びの深化を図ります。



章 学びの記録

１ 本章を読んで感じたことや実践したいことをまとめましょう

２ 本章の内容を意識しながら他の教員の授業を参観し、
気付いた点を挙げましょう

３ 他の教員からの助言のうち、本章の内容に関わる事柄を
まとめましょう

４ 本章の内容を授業に反映させるために改善すべき事柄を、
具体的に挙げましょう
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